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概要・成果 

【研究目的】 

日本の介護老人保健施設（以下、施設）では、認知症日常生活自立度Ⅱ以上の入所者が全体の約 86%

を占めている。認知症症状の重い高齢者介護において、介護従事者（以下、職員）の業務負担が大き

く、心理的影響が顕著なのは排泄介助である。本研究は、職員による排泄ケアへの超音波診断装置の

活用が業務生産性（排泄介助回数）に与える影響を検証し、あわせて職務満足度およびワーク・エン

ゲイジメントへの影響とその関係性を一体的に捉え、明らかにすることを目的とする。 

【研究方法】 

排泄介助回数変化の調査では、4 施設の利用者管理日誌（個人情報除外）から「排泄ケア」に該当す

る記録を抽出し、2022年 3月～7月（導入前 3 施設）と 2024年 3月～7 月（導入後 4施設）の各 5 か

月間を比較した。導入前 593 件、導入後 611 件の計 1,204 件を分析対象とし、対応のない t検定を用

いて SPSS Statistics 28.0で解析を行った。また、4施設の職員 50 名を対象に、超音波診断装置導

入後の職務満足度とワーク・エンゲイジメントに関する web 調査を Qualtrics で実施し、SPSSで分析

した。ワーク・エンゲイジメント尺度には主因子法およびプロマックス回転による因子分析を用いた。 

【倫理的配慮】 

 本研究は、早稲田大学の「人を対象とする研究に関する倫理委員会」による倫理審査の承認（承認

番号：2024-288）を得たうえで実施した。 

【結果】 

 排泄介助回数について、超音波診断装置導入前後の２群間における t検定の結果、有意な差が認め

られた（p＜0.002）。このことから、排泄ケアへの超音波診断装置活用は、職員の排泄介助回数に顕著

な影響を及ぼすことが示された。また、超音波診断装置活用後に実施したアンケート調査では、回収

数は 41 件であり、うち欠損値を含む 3 件を除外し、38 件を分析対象とした。装置活用後における職

員の職務満足度とワーク・エンゲイジメントの関係は、（0.512）と高い相関がみられた。さらに、ワ

ーク・エンゲイジメント尺度の因子分析では 2 因子が抽出され、両因子間の相関係数は 0.778 と高い

相関を示した。 
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【考察】 

 本研究では、職員が排泄ケアへ超音波診断装置を活用することにより業務生産性が向上し、働く意

欲などに影響があることを明らかにした。排泄ケアに超音波診断装置を取り入れることにより、職員

の排泄介助の回数が顕著に減少し、介護における業務軽減、生産性向上に対して有意な結果が示され

た。超音波診断装置を活用して利用者の排泄コントロールのケア指針を決定するという行為が、チー

ムケアという協働連携を形成し、効果的なコミュニケーションを実現させたと考える。信頼関係や共

感の醸成、業務効率化といった変化が、職場満足度やワーク・エンゲイジメントに好影響を与える可

能性があると考えられる。 
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